






2019年度 3学年(1回生）授業計画

分野 科目 単位数 時間 学年 学期

専 看護関係法令 1 15 3年 後期

講師名

木島　上

門
社会保障・社会福祉

基
1 30 3年 前期 村山 くみ

礎 公衆衛生学 1 30 3年 前期 萩原 潤

3 135 3年 前期 内田 祝子他

2 90 3年 前期 本木 泉他
専

門 臨地実習 2 90 3年 前期 太田 久子他
ノ刀＼ 

野 臨地実習 2 90 3年 前期 小長根恵美子他

II 

臨地実習 2 90 3年 前期 阿部 利寿他

在宅看護論実習 2 90 3年 前期 稲邊 照子他

医療安全論 1 30 3年 前期
阿部清美

小長根恵美子

佐藤愛子

看護管理 3年 前期
武田幸子

1 30 
太田久子

統
市成瑠美子

合 佐々木麻美

と
災害看護学 3年 後期

阿部和枝
1 30 

実 稲邊照子

践 市成瑠美子

看護研究 1 30 3年 前期 市成瑠美子

統合看護演習 1 30 3年 後期 市成瑠美子

統合実習 2 90 3年 後期 熊谷政江他

講義 8 225 

合
実習 15 675 

計

23 900 



領 域 専門基礎分野 科目 看護関連法令 担当 木島 上 

開講年次 開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

３年次 後期 1 単位 15 時間 ８回 講義 
単位認定試験 90 % 

受講態度 10  %    % 

到達目標 

看護師に必要な保健・医療・福祉に関する諸制度とその関係法規について学び、看護の役割

及び与えられた責務を正しく遂行するために、看護業務に関連する法律を理解できる。 

授業概要 
保健師助産師看護師法の理解にとどまらず、わが国の保健医療福祉に関する諸制度の概要とそ

れを規定する諸法令についての理解を深め、生活や健康に関わる幅広い知識を学んでいく。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

看護は人間の生命に直接関わる職業であることを認識し、与えられた職責を正しく遂行するため

に関連する法令をしっかりと学んで欲しい。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

1 
法の概念 

医事法 

1）法の概念

2）医事法（看護法・医師法医療関係資格法）

講義 

2 

保健衛生法 1）保健衛生法

（1）共通保健法

（2）分野別保健法

（3）感染症に関する法

講義 

3 

薬務法 

環境衛生法 

1） 薬務法

（1）医薬品 （2）毒物等

2） 環境衛生法

（1） 営業 （2）環境整備

講義 

4 
社会保険法 社会保険法 

1） 雇用保障 2） 年金手当

講義 

5 
福祉法 福祉法 

1） 共通的福祉 2）分野別福祉

講義 

6 
労働法と社会

基盤整備 

労働法と社会基盤整備 

1） 労働法 2） 社会基盤整備等

講義 

7 

環境法 環境法 

1） 環境保全の基本法

2） 公害の防止法 3）自然保護法

講義 

8 単位認定試験 試験 

教科書 系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度④ 看護関係法令 医学書院 

参考文献 

備考 



 

領 域 専門基礎分野 科目 社会保障・社会福祉 担当 村山 くみ 

開講年次 開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

３年次 前期 1 単位 30 時間 15 回 講義 
単位認定試験 90% 

受講態度 10% 

到達目標 

社会保障制度・社会福祉制度は、医療福祉の総合的サービスの供給体制における連

携が重要である。保健・医療・福祉チームの一員として対象生活へのトータルケアマ

ネジメントの視点を持ち、その役割と機能を学ぶ。 

授業概要 
講義では、社会保障制度と社会福祉制度の変遷や仕組みについて学び、多様なニ

ーズに対応するための保健・医療・福祉の連携のあり方について理解を深めます。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

予習：次回の授業内容を確認のうえ、テキストの該当箇所を読み、疑問点等を調べ

ておいてください。復習：授業で使用したプリントやテキストを読み返し、重要事項

等をまとめてください。 

その他：福祉に関するさまざまなニュースに目を通すよう心掛けてください。 

回数 授業計画 授業方法 

１ 現代社会と社会保障・社会福祉 講 義 

２ 諸外国における社会福祉の発達 講 義 

３ 日本における社会福祉の発達 講 義 

４ 社会保障の財政と社会福祉の実施体制 講 義 

５ 医療保障制度 講 義 

６ 介護保険制度 講 義 

７ 所得保障制度 講 義 

８ 生活保護制度 講 義 

９ 児童家庭福祉 講 義 

10 障害者福祉 講 義 

11 高齢者福祉 講 義 

12 地域福祉 講 義 

13 ソーシャルワーク実践 講 義 

14 保険医療と福祉の連携 講 義 

15 単位認定試験と解説 試 験 

教科書 守本とも子 編「看護職をめざす人の社会保障と社会福祉」みらい 

参考文献 系統監護学講座 専門基礎分野 社会保障・社会福祉 医学書院 

備考  

 

 



 

 

領 域 専門基礎分野 科目 公衆衛生学 担当 萩原  潤 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

３年次 前期 １単位 30 時間 15 回 講義 単位認定試験 100 % 

到達目標 
公衆衛生の概念と歴史を学び、生活者の健康保持・増進のための公衆衛生活動を理解する。 

保健衛生行政や疾病の疫学と予防について理解する。 

授業概要 
環境と人との関わりや、保健統計などによる現在の社会の状態を学んだ上で、健康にとって有害

な要因を取り除くための社会に取り組みについて学習する。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

自分が所属する自治体のこと、そして自身の周りにある健康や保健に関する社会的な取り組みを調

べてみてください。 

回数 授業計画 授業方法 

1 公衆衛生の概念と歴史 講義 

2 公衆衛生の活動対象  講義 

3 公衆衛生のしくみ 講義 

4 環境と健康（１）：地球規模の環境 講義 

5 環境と健康（２）：身の回りの環境 講義 

6 国際保健 講義 

7 疫学（１）：健康指標 講義 

8 疫学（２）：暴露と疾病 講義 

9 地域保健（１）：母子保健，成人保健 講義 

10 地域保健（２）：高齢者保健，精神保健，歯科保健 講義 

11 地域保健（３）：難病支援，感染症対策 講義 

12 学校と健康 講義 

13 職場と健康 講義 

14 健康危機管理・災害保健 講義 

15 単位認定試験と解説 

教科書 系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度② 公衆衛生 医学書院 

参考文献 鈴木庄亮ほか「シンプル衛生公衆衛生学」南光堂、「国民衛生の動向」厚生労働統計協会 

備考  



                            

 

領域 専門分野Ⅱ 科目 精神看護学実習 担当 阿部利寿 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業形態 評価方法 

3 年次 前期 2 単位 90 時間 実習 実習評価表 100% 

授業概要 
病棟実習を通して、精神に障害のある対象を尊厳のある人間として理解し、療養生活を余儀

なくされた対象および家族に対しての看護を実践する。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

病態などの基礎的知識を理解し、個別性を踏まえた看護過程を展開できるようになってほ

しい。 

実習内容 

【実習時期】3年次 (平成 31 年 5月～12 月) 

【実習期間】2週間 

【実習施設】 一般地方独立行政法人 宮城県立病院機構 宮城県立精神医療センター 

医療法人東北会 東北会病院 

IMS グループ 医療法人財団明理会 西仙台病院 

医療法人松田会 エバーグリーン病院 

 

【実習目的】 精神に障害のある対象を尊厳のある人間として理解し、病院での療養生活を余儀なくされた対象およ

び家族に対して看護を実践できる基礎能力を養う。 

【実習目標】  

1.精神に障害のある対象および家族の状況や抱える心理的負担を理解する。 

2.社会生活に適応することを目指した日常生活の自立への援助を実践できる。 

3.尊厳のある人間としての患者-看護師間の相互関係を構築して、自己の援助的関わりの振り返りができ 

る。 

4.精神医療における看護の役割・機能を理解する。 

5.他職種との連携について理解する。 

6.看護学生として望ましい態度を身につけることができる。 

【実習計画】 

     実習病院では一人の対象者を受け持ち、情報収集し看護過程の展開を行い、必要な援助を実践する。 

教科書 
系統看護学講座  専門分野Ⅱ 精神看護学（1） 精神看護の基礎 医学書院 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 精神看護学（2） 精神看護の展開 医学書院  

参考文献 
薄井坦子 科学的看護論 日本看護協会出版会 

備考  



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

3年次 前期 1単位 30時間 講義

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書 系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践②　医療安全　　医学書院

医療安全とコミュニ
ケーション

看護師の労働安全衛生
上の事故防止

その１

その２

その３

・組織としての医療安全対策
・システムとしての事故防止の具体例
・重大事故発生次の医療チームおよび組織の反応

・わが国の医療安全対策の潮流
・国外の医療安全対策の潮流と国際的連携
・産業界から学ぶーフューマン・ファクターズの取り入れ

備考

事故防止の考え方

業務領域をこえて共通
する
間違いと発生要因

療養上の世話の事故防
止

・業務特性から見た患者に投与する業務の事故防止（総論）
・注射業務と事故防止
・注射業務に用いる機器での事故防止
・輸血業務と事故防止
・内服与薬業務と事故防止
・経管栄養（注入）業務と事故防止

・チューブ管理と事故防止

・業務領域をこえて共通する患者間違い
・間違いを誘発する多重課題、タイムプレッシャーと
  業務途中の中断
・新人特有の危険な思い込みと行動パターン

・不正確、不十分なコミュニケーションは事故の重要要因
・事故防止のための医療職間のコミュニケーション
・医療事故防止のための患者とのコミュニケーション

・職業感染　・抗がん剤の曝露防止　　・放射線被曝
・ラテックスアレルギー　　　・院内暴力

・療養上の世話における事故のとらえ方と防止（総論）
・転倒、転落事故防止　　　・摂食中の窒息、誤嚥事故防止
・異食事故防止　　　　　　・入浴中の事故防止

組織的な安全管理体制
への取り組み

医療安全対策の国内外
の潮流

参考文献

医療におけるヒューマンエラーなぜ間違えるどう防ぐ（第２版）河野龍太郎　医学書院
学生のためのヒヤリ・ハットに学ぶ看護技術　川島みどり　医学書院
ヒヤリ・ハット11.000事例によるエラーマップ完全本　川村治子　医学書院
医療事故　看護の法と倫理の視点から（第2版）　石井トク　医学書院

試験

統合分野 科　目 医療安全 担　当
小長根恵美子（24）
阿部清美（6）

授業回数 評価方法

医療安全の実際

診療の補助の事故防止
（Ⅰ）
および（Ⅱ）

学習者への期待
（準備学習含む）

看護師は最終的な医療行為者や観察者となることを認識しつつ、観察の不足が重大事故に繋がる日常に
身を置くことを考えながら真剣に取り組んでほしい。

15回 単位認定試験　100％

到達目標
人は間違いをおかす存在であることを自覚したうえでエラーを防止するために、看護業務や行為の視点
からしてはならないこと」「するべきこと」を明確にし、患者の安全を守るために必要不可欠な知識・
技術を習得する。

授業概要
医療現場で起こりうる様々な看護事故の種類について実際の例を基に学び、その防止についても理解を
深める。

・医療事故と看護業務　　・看護事故の構造
・看護事故防止の考え方

単元 授業内容 授業方法

講義 阿部

講義　 小長根

単位認定試験

医療安全を学ぶことの
大切さ

・人はなぜ間違いをおかすのか
・意識状態の変動と医療安全を学ぶことの意義
・人間の３つの行動モデルと医療安全を学ぶことの責務
・看護職を選ぶことの重さと安全努力の責務



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

３年次 前期 １単位 30時間 講義 90% 10%

回数

1

2

3

4 講義 市成

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 単位認定試験

講義 太田

講義 市成

佐藤講義

講義 武田

看護管理学とは、－看護におけるマネジメント

単位認定試験 受講態度

到達目標
保健医療施設などにおける組織的看護サービス・管理の本質を学び、管理的思考や医療機関を
取り巻く環境の変化と看護管理への影響について理解する。

15回

看護職のキャリア
　　マネジメント

キャリアとキャリア形成
看護職のキャリア形成、看護専門職としての成長

授業概要

看護とマネジメント

看護基準と看護手順、患者の権利の尊重

看護管理の実際①

看護管理の実際②

看護ケアのマネジメント

安全管理看護職の協働、他職種との協働

サービスの評価

看護サービスの
        マネジメント

リーダーシップとマネジメント、看護のモラール　看護の質の保証

看護をとりまく諸制度

看護サービスのマネジメントの対象と範囲

組織目的達成のマネジメント

統合分野 科　目 看護管理 担　当

佐藤愛子(12)
武田幸子(4)
太田久子(8)
市成瑠美子(３)

授業回数 評価方法

看護の定義
看護、職と法制度、看護職の法的責任

看護実践の領域と場、医療制度

看護のマネジメントは、人・物・金・情報などの資源を効果的・効率的・安全に活用して、
理想とする看護を提供するプロセスである。看護管理の直面する問題と課題について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

2年次までに学習した各領域の援助論の基本事項について整理し、問題意識を持って自ら学ぶ
姿勢を期待する。

単元 授業内容 授業方法

備考

試験

教科書 系統看護学講座　　統合分野　看護の統合と実践①　看護管理　　　医学書院

協働のためのマネジメント、情報のマネジメント、技術のマネジメ
ント

マネジメントに必要な
　　　　　　知識と技術

組織とマネジメント

参考文献



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

3年次 後期 1単位 30時間 講義・演習 70% 30%

回数

1

2

3

4

5

6

7

9 講義 阿部

10

11

12

13

14

15

備考

単位認定試験・まとめ 試験

教科書 看護の統合と実践　災害看護学 　メディカ出版　

参考文献

応急処置と看護技術

5.演習
1)トリアージ
2)包帯・三角巾の巻き方　3)副子固定法
4)止血法    　　5)移送・搬送

演習 稲邊

国際看護への理解

5.国際看護とは
1)多文化・異文化　2)国際看護の概念
3)看護の対象と活動内容　　4)日本における国際看
護活動

講義 市成

5)国際看護活動の実際

講義 佐々木

8 　　災害看護の実際　②

心のケア
4.災害とこころのケア
1)被災者のこころのケア(遺族・被災者救援者)
2)被災者のストレス対応

2.災害医療
1)災害医療及び特徴　2)わが国の災害医療対応の整
備
3)災害情報の種類4)災害対応に関わる職種間・組織

災害看護の要点

3.災害看護
1)災害看護とは　　2)災害看護の定義と役割

3)災害看護の対象　4)災害看護の特徴と看護活動

5) 災害に応じた活動
①現場別災害看護
(急性期･･･現場･病院)・(慢性期･･･仮設住宅)
(静穏期･･･平時のそなえ)
②対象別災害看護
(子供・妊産婦・高齢者・精神障害者・在日外国人)

　　災害看護の実際　①

学習者への期待
（準備学習含

む）

１)災害が及ぼす変化は、地域の人々の暮らしと密接に関連しながら健康や生活に影響を及ぼす事
を理解し、災害サイクルにおける被災者の健康やニーズに応じた看護の必要性と役割を認識してほ
しい。
２)災害発生時の人道支援も専門的知識を有する人を必要としている。看護師として活動するため
にも必要な知識であると意識して臨んでほしい。

単元 授業内容 授業方法

災害についての理解
1.災害看護のあゆみ
1)災害とは　2)日本の災害　     3)災害の種類
4)災害に関する法律

講義 稲邊

災害医療への理解

15回 単位認定試験 授業態度

到達目標

１)災害医療・災害看護の概念を理解できる。
２)災害各期の看護活動を理解できる。
３)地域を守る防災対策や看護について学び、看護師としての役割を理解する。
４)災害時の応急処置の実際を理解できる。
５)世界の災害や保健・医療の現状を知り、国際救援活動と国際看護活動における看護の必要性と
役割について理解できる。

授業概要

１)災害看護の定義を学び、災害における健康問題と医療・看護の基礎知識を災害サイクルに則っ
て学ぶ。
２)災害時の応急処置の実際を演習する。
３)医療・看護の国際協力とその仕組み、活動の実際などを学ぶ。

統合分野 科　目 　　　　災害看護学 担　当

佐々木麻美(4)
阿部和枝(2)
稲邊照子(20)
市成瑠美子(4)

授業回数 評価方法



 

領域 統合分野 科目 看護研究 担当 
 

市成瑠美子 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

3 年次 前期 １単位 30 時間 １５回 講義・演習 レポートのまとめ 70％ 

授業態度 30％ 

到達目標 

1.看護研究に取り組む上での基本的な考えを理解出来る。 

2.看護研究の目的、種類について理解出来る。 

3.看護研究の過程について理解出来る。 

4.事例研究に関する基礎的な知識と方法について理解出来る。 

5.看護研究を実際に行い、研究成果を発表することが出来る。 

6.研究成果を論文にまとめる事が出来る。 

授業概要 

看護研究及びケーススタデイに関する一般的知識を学び、臨地実習で受け持ったケースの看護過

程について振り返り、看護理論を活用しながら看護について考えを深めると共に、今後の看護実

践を研究的な態度で行う能力を養う。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

臨地実習での看護援助の内容を振り返り、検討するという手法は、皆さんが、今後看護職に就い

た時に日常の看護内容を振り返り、具体的な看護の方向を見出す為に身につけたい必須の学習内

容です。そのプロセスの中で、ぶつかった疑問や問題を受け止め、それを自分の頭で考え、行動

を起こして 1つ、1つ乗り越えて、自分の看護者としての力にして行きましょう。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

1 

看護研究とは 

看護研究の意義と必要性、倫理的配慮 講義 

2 研究方法の特徴と展開 講義 

3 研究プロセス 講義 

4 文献活用 研究における文献検索の意義と検索方法 講義 

5 文献検討 講義 

6 ケーススタデ

ィとは 

ケーススタデイとは 講義 

7 方法 ケーススタテデイの進め方 講義 

8 ケースレポート作成、発表の仕方 講義 

9 ケースレポート演習（作成～発表、論文作成まで）オリエンテーショ

ン 

講義 

10 ケーススタテデイ演習（ケースの選択） 演習 

11 ケーススタテデイ演習（テーマ決定） 演習 

12 ケーススタテデイ演習（テーマ決定） 演習 

13 ケーススタテデイ演習（ケースレポート骨子案の作成） 演習 

14 ケーススタテデイ演習（ケースレポート作成：序論～援助の実際まで） 演習 

 

15 ケーススタテデイ演習（ケースレポート作成：序論～援助の実際まで） 演習 

教科書 高橋百合子監修：看護学生のケーススタデイ、メジカルフレンド社、2011. 

参考文献 1.Virginia Henderson R.N.M.A.著、湯槙ます、小玉香津子訳、 
看護の基本となるもの、日本看護協会出版会 2011. 

2.高橋百合子監修：看護学生のケーススタデイ、メジカルフレンド社、2011. 

備考  



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

3年次 後期 1単位 30時間 講義・演習 60% 40%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書 随時配布

参考文献

備考

統合実習まとめ

実習後演習
・統合実習のまとめ
・実習の目的目標の到達度の確認
・実習中の記録類の完成
・統合実習に関するkeywordsの整理（ＫＪ法にて、グループワー
ク，発表）
・自己の看護観の整理（グループワーク、発表）
・卒業時の看護技術到達度の評価
・実習記録類、まとめのレポートの提出

演習

自己の看護観の整理

講義・演習

演習

記録類の完成

講義・演習

多重課題対応

・入院時病歴聴取
・複数患者受け持ちを想定した1日の業務計画立案
・看護記録の記載・申し送り・
・多重課題対応について（講義，演習，振り返り）

演習

看護技術演習
・看護技術演習
・学びのまとめ
　（グループワーク，発表，全体討議，課題レポートの提出）

演習

学習者への期
待

（準備学習含
む）

今までの臨地実習を振り返り、自己の課題や技術経験の不足などを踏まえ統合実習の準備ができ
る。複数受け持ちの場合の優先すべき根拠を明確にし、考えられるようになってほしい。

単元 授業内容 授業方法

統合演出について事
例展開

実習前演習
・統合演習オリエンテーション
・統合実習のキーワードに関する講義
・看護過程の紙上事例展開（個人学習，グループワーク）

講義

演習

15回 レポート 受講態度

到達目標
1. 統合実習を効果的に学ぶために、学生個々に十分な準備ができる。
2. 看護実践能力を評価し、専門職としての自己の課題を明確にする。

授業概要

統合演習では、本学での３年間で履修した学びの総まとめとなる統合実習がスムースに実習でき
るように、その準備を行い、実習後の演習では、統合実習での学びを通して自己の看護の実践能
力（知・技・心）を評価し、発表の場を設け専門職としての自己の課題を明確にする内容とす
る。

統合分野 科　目 統合看護演習 担　当 市成瑠美子

授業回数 評価方法





                           葵会仙台看護専門学校準備室      

領 域 統合分野 科目 統合実習 担当 市成瑠美子 他 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態 評価方法 

3 年次 前期～後期 2 単位 90 時間 ２週間 実習 
実習評価表 100%    % 

   %    % 

授業の概要 

看護チームの一員として複数の患者を受け持ち、対象がもつ健康問題を生活者としての視点で全

体的に把握し、保健・医療・福祉その他の関連機関とのチーム医療を通して、総合的な看護援助を

行う。この看護援助を通して総合的な看護実践能力を培う機会とする。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

“タイムマネジメント”・“優先順位”・“チームとして看護する”ことの大切さに気づいてほしい。 

実習内容 

【実習期間】 平成 31 年 9月～平成 31 年 12 月 

【実習施設】 東北労災病院  公立刈田綜合病院  仙台整形外科病院  JCOH 仙台南病院  真壁病院 

             

 

【実習目的】 看護チームの一員として複数の患者を受け持ち、対象がもつ健康問題を生活者としての視点で全体

的に把握し、保健・医療・福祉その他の関連機関とのチーム医療を通して、総合的な看護援助を行う。

この看護援助を通して総合的な看護実践能力を培う機会とする。 

また、看護の意義について考え、療養する人々とその家族の健康上および日常生活上の問題を理解 

し、保健・医療・福祉の連携における看護の果たす役割を認識して行動できる基礎的能力を養う。 

【実習目標】 

1. 病棟管理の実際や、他部門との調整等の見学を通して看護マネジメントについて理解する 

2. 複数の患者を受け持ち、患者の状況のアセスメントやケアの優先順位の判断、時間管理し、適切な看護の提供を

考えることができる 

3. チームリーダーの役割、チームメンバーの役割を理解し、業務の調整や、医師や他部門との連携・協働、及びチ

ームの一員としての役割が理解できる 

【実習計画】 

・実習病院において複数の患者を受け持ち、情報収集し優先順位の根拠を考え必要な援助をグループで協力し 

実践する。 

・看護チームに対する理解をふかめるため、申し送りの実施や退院調整など他職種を交えたカンファレンスに 

参加する。 

・看護管理の業務を知るために、看護師長からの説明や行動を共にし、管理の実際を学ぶ。 

          

教科書 既習の教科科目および参考図書    

参考文献 
オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。 

備考 
※詳細は実習要項を参照 

 









2019年度2学年(2回生）授業計画
分野 科目 単位数 時間 学期 講師名

生命倫理 1 15 前期 菅原 宏道
基 教育学 1 30 前期 本間明信

礎 社会学 1 30 前期 磯崎 匡

保健体育 1 30 前期 星 由華里

日高 輝久 (14)

奥平 直人(4)

専 病態治療学 v 1 30 前期
川村 仁 (2)
佐々木勝忠 (2)

門 佐々木理衣 (4)

基 阿部 裕子 (4)

礎 病態治療学VI 1 30 前期
庄司好己

宮本慶一

リハビリテ ー ション論 2 45 前期
齋藤カツ子 (33)
工藤 尚哉 (12)

専
宇野由佳

門 基礎看護学援助綸VI 1 30 前期

I 
武田 藍

成人看護学援助論 I 1 30 前期 内田祝子 ・ 鈴木和子

成人看護学援助論II 1 30 前期 内田祝子 ・ 高橋さくら

成人看護学援助論Ill 1 30 前期 内田祝子 ・ 鈴木和子

成人看護学援助論IV 2 45 後期 内田祝子 ・ 鈴木和子

臨地実習 3 135 後期 内田 祝子他

老年看護学援助論 I 1 30 前期 本木 泉他

老年看護学援助論II 1 30 前期 猪狩 綾

老年看護学援助論Ill 1 15 後期 本木 泉

専
臨地実習 2 90 後期 本木 泉他

飯沼 一 宇 (20)
門 小児看護学援助論 I 2 45 前期 太田 久子

分 庄司 宗和

野 小児看護学援助論II 1 30 後期 太田 久子

II 母性看護学援助論 I 2 45 前期
岩本 充 (8)

母性看護学援助綸II 1 30 後期

精神看護学援助論 I 2 45 前期

精神看護学援助論II 1 30 後期

統 在宅看護概論 1 30 前期

合 在宅看護援助論 I 1 30 前期

分 在宅看護援助論II 1 15 後期

小長根恵美子

小長根恵美子

中川誠秀 (4)

吉村淳 (2)

山田和男 (4)

藤田　享　 

阿部　利寿

中鉢　亘　 

阿部 利寿稲

邊照子

伊藤明美

伊藤明美

野 在宅看護援助論111 1 15 後期 稲邊照子 ・ 伊藤明美

/2... 講義 30 765 

計
実習 5 225 

35 990 



 

領域 
基礎分野 

（科学的思考の基礎） 
科目 生命倫理 担当 菅原 宏道 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 前期 １単位 15 時間 ８回 講義 単位認定試験 90% 宿題 10％ 

到達目標 

生命に関わる倫理的、社会的な諸問題、およびそれらを取り巻く法的あるいは社会制度的な環境と

現在の動向を理解する。 

授業概要 

医療技術の発展や生命科学の進展によって生起している、我々の生命に関わる倫理的、社会的な問

題を学ぶ。また、それら諸問題を自身の人間観や死生観などに即して考える。 

学習者への期待 

（含む準備学） 

講義を通じて、数学や科学における考え方と、倫理学における考え方との違いを、念頭に置いても

らえればと思います。毎回の授業前に教科書を読んでおいて下さい。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

1 ガイダンス イントロダクション、医の倫理と生命倫理学 講義 

2 生命倫理 生殖補助医療 講義 

3  人工妊娠中絶と胎児の権利 講義 

4  がん告知とインフォームド・コンセント 講義 

5  終末期医療と安楽死 講義 

6  生体および死体臓器移植と脳死 講義 

7  医療倫理の四原則とケース・スタディ 講義 

8  単位認定試験・まとめ 試験 

教科書 『マンガで学ぶ 生命倫理』、児玉聡（著）、化学同人 

参考文献 『生命倫理学入門（第４版）』、今井道夫（著）、産業図書、2017 年 

『入門・医療倫理Ⅰ（改訂版）』、赤林朗（著）、勁草書房、2017 年 

備考 ほぼ毎回、自作のレジュメを配布します。必要に応じて資料も配付します。 



 

領 域 
基礎分野 

（科学的思考の基礎） 
科目 教育学 担当 本間 明信 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 前期 １単位 30 時間 15 回 講義 単位認定試験 100%   

到達目標 
望ましい人間形成のあり方、人間の可能性に向けての教育の意義を理解し、看護にお

ける教育活動に応用するための方法を理解する。 

授業概要 確かな根拠に基づいて、物事を判断する力を養う。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 
つねに「問い」を持つ習慣を身につけてほしい。 

回数 授業内容 授業方法 

1 学ぶということ、教えるということに何が問われているか 講 義 

2 日本の学校教育の現状と課題 講 義 

3 確認と理解の相違はなにか 講 義 

4 「問い」と「吟味」の学び方の形成 講 義 

5 「対話」「討論」のコミュニケーション能力の形成 講 義 

6 心と体のつながり、かかわりについて 講 義 

7 エンパワーメントとはなにか、そこで問われているものはなにか 講 義 

8 教師の専門性、指導力とは何か 講 義 

9 教材研究能力とは 講 義 

10 学習課題の設定と授業の構造化の課題 講 義 

11 クリティカルシンキングについて 講 義 

12 学習者の内面理解と対応の技術について 講 義 

13 評価とはなにかー授業者の自己評価 講 義 

14 学習者自身の自己評価と課題の認識 講 義 

15 単位認定試験・まとめ 試 験 

教科書 「教育学」 医学書院 

参考文献 
 

備考 
 



 

領 域 
基礎分野 

（人間と生活・社会の理解） 
科目 社会学 担当 磯崎  匤 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 前期 １単位 30 時間 15 回 講義 
単位認定試験 60% レポート 20% 

出席  20%      

到達目標 
社会的存在としての人間を理解する。具体的には自己を取り巻く地域・社会・文化がどのように変化し、

また我々の生活にいかなる影響を及ぼしているかを理解する。 

授業概要 

本講義の目的は、様々な社会問題を題材として人間と社会の関係性について考察することである。講義 

ではまず、「組織」、「民族」、「家族」、「ジェンダー」、「地域社会」をキーワードとして我々が暮らす社会

の特徴と問題を明らかにする。次に、医療に限定せず広く保健医療を対象として社会学的に分析する。 

最後に、「職業集団」による専門職支配の場としての病院が抱える課題について考える。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

可能ならば講義中グループワークを行ってもらう。 

受講生には講義終了時に毎回レポートを提出もらう。 

講義終了時に次回の講義のテキスト該当箇所を指示するので予め読んでおくこと。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

1 人間と社会 社会的存在としての人間 講義 

2 
組織 集団・組織・ネットワーク、グローバリーゼーション、ノーマ

ライゼーション 
講義 

3 民族（１） ナショナリズム 講義 

4 民族（２） 日本の文化、価値観 講義 

5 民族（３） 諸外国の民族、価値観 講義 

6 家族（１） 家族概念と家族形態 講義 

7 家族（２） 現代家族の諸問題 講義 

8 ジャンダー セックスとジェンダー、性別役割 講義 

9 地域社会（１） コミュニティと地域 講義 

10 地域社会（２） ソーシャルサポートと社会関係資本 講義 

11 地域社会（３） ヘルスプロモーションにおける地域 講義 

12 保健医療の社会学（１） 保健医療の社会学の射程 講義 

13 保健医療の社会学（２） 病と生きる 講義 

14 職業集団 働く側から見た病院、患者の側から見た病院 講義 

15 単位認定試験・まとめ 試験 

教科書 系統看護講座 基礎分野 社会学 医学書院 

参考文献 講義の際適宜紹介する。 

備考 初回の講義のはじめに授業の進め方のガイダンスを行うので必ず出席すること。 



 

領 域 
基礎分野 

（科学的思考の基礎） 
科目 保健体育 担当 星 由華里 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 前期 １単位 30 時間 15 回 
講義 

演習 

単位認定試験 50 % 出席率及び 

課題提出 
50% 

     

到達目標 

健康の保持増進や疾病の予防を図り、生きがいのある生活を送るための運動・スポーツの有能性を

知り、運動・スポーツを理解する。 

心身の健康を保持するための具体的な運動を体験し体力の向上を目指す。 

授業概要 

・事例を知り、理論を学び、様々な実践を通して、体を動かす事の重要性・必要性を理解する。 

・他者とのコミュニケーションを通して相互理解を深め、協力しながら、自らの健康や体力を 

維持できる力を身につける 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

・筆記用具、水分補給用飲料持参     ・運動着 運動靴着用、長髪の場合は束ねる事 

・用具の片付け、清掃を協力して行う事  ・課題は決められた期日まで提出する事 

回数 授業内容 授業方法 

1 
ヘルスプロモーションについて      

体力測定① 行動変容ステージ調査① 
講義・演習 

2 
アイスブレイク運動           

ダイナミック・スタティック ストレッチング① 
講義・演習 

3 
運動の重要性 必要性を知る（事例①）   

ダイナミック・スタティック ストレッチング ② 
講義・演習 

4 
良い立位姿勢              

ウォーキング①（主観的運動強度・目標心拍数・インターバル法） 
講義・演習 

5 
熱中症予防について                    

ウォーキング②応用（ノルディックウォーキング） 
講義・演習 

6 生活習慣を振り返る                エアロビクスダンス リラクゼーション 講義・演習 

7 トレーニング原理・原則              レジスタンス運動 スタビライゼーション 講義・演習 

8 ロコモティブシンドロームについて①   運動器退行性疾患（事例②） 運動療法 講義・演習 

9 ロコモティブシンドロームについて②   ロコモ度調べ 介護予防運動の紹介と実践 講義・演習 

10 認知・運動機能向上運動（スクェアステップ・ラダートレーニング・コグニサイズ） 講義・演習 

11 レクリェーション ゲーム、   レクリエーションダンス 講義・演習 

12 身体ケア・機能向上体験（簡単なヨガ バランスボール利用 タオルエクササイズ） 講義・演習 

13 体力測定② 行動変容ステージ調査②           試験対策 講義・演習 

14 体力測定・行動変容ステージの事前事後変化報告 試験対策 講義・演習 

15 単位認定試験と解説 （簡単な実技動作及び少数の用語理解問題） 試験・講義 

教科書 随時資料配布  

参考文献 健康体力づくり事業団 健康運動指導士・実践指導者テキスト他参考  

備考 国家試験に過去出題された問題と共通する内容を紹介し学びます。  



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

2年次 前期 1単位 30時間 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7 講義 川村　仁

8 講義 佐々木勝忠

9

10

11

12

13

14

15 単位認定試験・まとめ

緩和・終末期ケア

臨床検査

備考

教科書

【耳鼻科】系統看護学講座　成人看護学14　耳鼻咽喉　医学書院
【眼科】系統看護学講座　成人看護学13　眼　医学書院
【皮膚科】系統看護学講座　成人看護学12　皮膚　医学書院
【歯・口腔】系統看護学講座　成人看護学15 歯・口腔　医学書院
【放射線】系統看護学講座　臨床放射線医学別巻　医学書院
【緩和・終末期ケア】系統看護学講座　緩和ケア　医学書院
【臨床検査】系統看護学講座　臨床検査　医学書院

参考文献

2.主な臨床検査

1.緩和ケア

2.終末期ケア

1.臨床検査の役割

阿部裕子講義

専門基礎分野 科　目 病態治療学Ⅴ 担　当

評価方法

日高輝久(14)
川村仁（2)
佐々木勝忠(2)
奥平直人（4）
佐々木理衣(4)
阿部裕子(4)

授業回数

1.放射線の基本的知識

放射線療法

2.放射線治療

奥平直人

佐々木理衣

講義

講義

1.歯・口腔疾患、検査・治療・処置

歯・口腔

2.口腔ケア

1.皮膚の構造・機能、各種皮疹の供覧

皮膚科

2.皮膚感染症、熱傷（分類と治療の基本）、褥瘡

単元 授業内容 授業方法

授業概要

1.耳・鼻・顔面神経

耳鼻科

2.咽喉、頭頸部腫瘍

日高輝久講義
1.眼科疾患

眼科疾患

2.検査、治療・処置、手術

15回 単位認定試験

到達目標

学習者への期待
（準備学習含む）

【耳鼻科】耳・鼻・のどの解剖を理解し、関連疾患の病態・治療を学習する。
【眼科】眼科全般への基礎的な理解を得ること、それらを踏まえた患者介護の知識を習得すること。
【皮膚科】日常的に遭遇する基本的な皮膚疾患についての知識を学ぶ。
【歯・口腔】歯・口腔の機能を理解し、関連疾患の病態・治療を学習する。
【放射線療法】放射線の基本的知識を理解し、放射線治療の基本について学ぶ。
【緩和・終末期ケア】緩和ケア、終末期ケアについての基本を学ぶ。
【臨床検査】臨床検査の基礎的な知識を得、病態・治療の理解に生かす。

それぞれの病態生理、機能を理解し、疾患、検査、治療法について学ぶ。

予習と復習を行い、講義とテキストの内容をしっかり身につける。
【歯・口腔】歯だけでなく、口腔粘膜の疾患ならびに誤嚥によるリスクについての理解を深めてくださ
い。



領　域

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

2年次 前期 1単位 30時間 講義

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

単位認定試験・まとめ 試験

教科書
【外科総論】系統看護学講座別巻　臨床外科看護総論　医学書院
【外科各論】系統看護学講座別巻　臨床外科看護各論　医学書院
【救急法】系統看護学講座別巻　救急看護学　医学書院

参考文献

外科各論

頭頸部，肺・胸部

心臓、脈管系 講義 庄司

消化器および腹部（1）食道，胃・十二指腸、腸、
腸膜

講義 宮本

消化器および腹部（2）肝臓，肝外胆道系，膵臓，
門脈，ヘルニア，副腎

救急法

学習者への期待
（準備学習含む）

外科総論は、外科療法における周術期管理と看護の意味付けを理解する上で重要な学問です。
講義とテキストの内容をしっかり身につけてください。外科各論で習得すべき知識は多岐に
わたり、膨大であります。講義とテキストを上手く活用し、効率的に勉学に励んでください。
救急医療については講義とテキストの内容をしっかり身につけてください。

単元 授業内容 授業方法・担当講師

外科総論

1.手術侵襲と生体反応，炎症
2.ショック，播種性血管内凝固症候群（DIC）
3.多臓器不全（MOF）

講義 宮本4.術後合併症とその対策
5.術後疼痛管理
6.麻酔法，輸血管理

15回 単位認定試験 100%

到達目標

【外科総論】
・外科手術に伴う手術侵襲とそれに対する生体の反応について理解する。
・侵襲の大きな手術に伴っても起こり得るショックとその合併症について理解する。
・術後合併症の原因，病態と対処法について理解するとともに、術後疼痛管理の重要性を
  理解する。
・手術に必須な手技である麻酔法と輸血管理につき理解する。
【外科各論】頭頸部から腹部まで外科的疾患の診断治療について理解する。
【救急法】主要病態に対する救急処置、診断治療について理解する。

授業概要
外科的疾患に関連する疾患・治療、麻酔について理解する。
急に身体の疾患または損傷を受けた人々を対象に診療する救急処置について理解する。

専門基礎分野 科　目 病態治療学Ⅵ 担　当
庄司好己(4）
宮本慶一(20)

授業回数 評価方法



時間数 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8 講義 武田藍

9

10

11 講義 武田藍

12

13

14 講義 武田藍

15

宇野由佳

宇野由佳

宇野由佳

100%

参考文献

　与薬の基礎知識と薬の管理　　与薬の種類･原則

　経口与薬、外用薬、誤嚥防止

　筋肉内注射、皮下、皮内注射の方法と実際
　輸血・抗がん剤投与時の管理と実際

　演習：注射器の取り扱い、アンプル、バイアルの薬液準備
　　　　皮下注射

　演習：筋肉内注射

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社

講義

演習

演習

演習

単元 授業内容 授業方法

診察･検査に伴う看護

備考

薬物療法と看護

　単位認定試験・まとめ 宇野由佳

教科書 系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院

　診察・検査・処置の介助技術

到達目標
　１．診療の補助技術である与薬が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得する。
　２．診察の補助技術である診察･検査が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得
　　  する。

授業概要
　看護の観察・情報収集について、シュミレーターや器具を用いて測定し、実技の演習を
　通し看護の実践力を高める。

学習者への期待 　人体の構造と機能の知識が必要となります。関連する臓器について、講義までに復習し
　理解しておきましょう。（含む準備学習）

開講年次 開講時期 単位数 評価方法

２年次 前期 １単位 30時間 15回
講義･
演習

単位認定試験

宇野　由佳（16）

武田　藍（14）
領　域 専門分野Ⅰ 科目 基礎看護学援助論Ⅷ 担当

　検体検査（尿、便検査、採血、血糖検査、喀痰検査）

　演習：採血

　生体情報のモニタリング
　心電図検査、心電図モニター、血管留置カテーテルモニター

　演習：心電図検査 演習 武田藍

武田藍













領 域 専門分野Ⅱ 科目 老年看護学援助論Ⅰ 担当 本木 泉 

開講年次 開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 前期 1 単位 30 時間 15 回 
講義 

演習 

単位認定試験 80%   % 

レポート 20%   % 

到達目標 

１.老年者の日常生活上における援助ニーズを理解できる。 

２.老年者の特性をふまえた援助方法を理解できる。 

３.老年者の QOL 向上を目指した健康増進プログラムを理解できる。 

授業概要 

高齢者の擬似体験をもとに、生活のなかでの不自由さや危険を体験的に学習してほしい。老

年期の予備力・適応力の低下の原因や廃用症候群とその予防方法を関連づけて学べるように

組み立てていく。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

老化に伴う生理的変化と疾患とのつながりを理解し予防的な関わりについて学んでほしい。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

１ 
高齢者のアセス

メント 

1)身体の加齢変化とアセスメント（皮膚・感覚器・運動系の変化） 

・白内障  黄斑変性症・老人性皮膚掻痒症 ・白癬  
講義 

２ 2)    〃 （循環器・呼吸器・消化器・ホルモン・泌尿器） 講義 

３ 高齢者によくみ

られる身体症状 

1)身体症状（発熱・痛み・掻痒）とアセスメント 講義 

４ 2)身体症状（脱水・嘔吐・浮腫・倦怠感）とアセスメント 講義/演習  

５ 

日常生活を支え

る基本的活動 

 

1）基本動作と環境アセスメント 

2）日常生活活動の評価指標 
講義 

６ 3）転倒・廃用症候群のアセスメントと看護 講義 

７  起床・移乗・歩行介助 演習 

８ 
4）食事のアセスメントと看護 

口腔の変調・嚥下機能のアセスメント 
講義 

９ 誤嚥防止・口腔ケアの実際 演習 

10 5）排泄のアセスメントと看護 講義/演習 

11   〃 （臥位・立位でのおむつ交換） 演習 

12 
6）清潔のアセスメントと看護 

〃 （入浴方法・爪切り・耳のケア） 
講義 

13 7）生活リズム（活動と休息）のアセスメントと看護 講義 

14 8）コミュニケーションのアセスメントと看護 講義 

15  単位認定試験  まとめ 試験/講義 

教科書 
系統看護学講座  専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院      

生活機能からみた看護過程  医学書院 

参考文献  

備考  

 

 



領 域 専門分野Ⅱ 科目 老年看護学援助論Ⅱ 担当 猪狩 綾 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 前期 1 単位 30 時間 15 回 
講義 

演習 

単位認定試験 100%    % 

    % 

到達目標 
１.老年者に特有な健康障害が理解できる。 

２.健康障害に応じた援助方法が理解できる。 

授業概要 
老年特有な疾患理解とともに生活障害や合併症・二次障害など看護について演習を織り交ぜ

ながら学習をしていく。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

老化や生活習慣などによってどのような疾患がおきやすいか、予防も含め必要な看護を学ん

でほしい。  

回数 単元 授業内容 授業方法 

１ 検査・治療を受ける高

齢者への看護 

1）検査と看護 栄養ケアマネジメント  講義 

２ 2）薬物療法と看護 講義 

３ 3）放射線療法・化学療法と看護 講義 

４ 4）手術療法と看護 講義 

５ 疾患を持つ高齢者へ

の看護 

1.老年特有の疾患    

1）脳卒中  2）心不全（うっ血性心不全） 

3）パーキンソン病・パーキンソン症候群 

講義 

講義 ６ 

７ 
2.老年に多い感染症    

1）インフルエンザ 2）感染性胃腸炎   2）尿路感染症 
講義 

８ 3.運動系疾患     1）骨粗鬆症  2）圧迫骨折  

3）大腿骨頸部骨折  4）変形性膝関節症 5）褥瘡 

4.腎・泌尿器系疾患  1）前立腺肥大  2）神経因性膀胱 

講義 
９ 

10 終末期にある高齢者

の看護 

1.終末期にある老年者の援助 ①死の準備教育 講義 

11 2.終末期にある老年者の援助 ②穏やかな死の看取り 講義 

12 生活・療養の場におけ

る看護の展開 

1.在宅高齢者への看護 講義 

13 
2.保健医療福祉における看護 3.介護を必要とする高齢者を含

む家族への看護 
講義 

14 

3.高齢者のリスクマネジメント 

1） 高齢者と医療事故 

2） 高齢者と救命救急 

3） 高齢者と災害看護 

講義 

15 単位認定試験 単位認定試験 まとめ 試験／講義 

教科書 
系統看護学講座  専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院    

生活機能からみた看護過程  医学書院 

参考文献  

備考  

 



領 域 専門分野Ⅱ 科目 老年看護学援助論Ⅲ 担当 本木 泉 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 後期 1 単位 15 時間 8 回 
講義 

演習 

単位認定試験 40 % 看護過程展開 60 % 

     % 

到達目標 

１.事例を基に健康障害をもつ老年者の看護問題を理解する。 

２.事例を基に健康障害をもつ老年者の看護過程を展開する基礎的能力を養う。 

授業概要 
生活機能をもとにアセスメントし実践場面で応用できる思考を養うために、高齢者の特徴的な事

例を提供し考えさせる。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

事例をもとに、生活機能重視の高齢者の「もてる力」を引き出し、老化による廃用症候群の予防を

組み込んだ看護計画を立案できるようになってほしい。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

１ 

看護過程 看護過程 高齢者の特徴を活かした看護過程の考え方 

 1） 高齢者が望む生活を中心とした看護過程 

 2） 生活行動モデルよる看護過程 

 3） 目標志向型思考の看護過程 

講義 

２ 
認知症患者のアセ

スメント・看護 

認知症患者のアセスメント・看護 認知症患者のアセスメン

ト―認知症の診断、重症度の判断― 
講義 

３ 

認知症患者の看護計画の立案① 対応の基本 

 ―中核症状としての失見当識、心理症状、行動的症状、 

情緒の安定(徘徊、せん妄)― 

演習 

４ 
認知症患者の看護計画の立案② ―生活リズムの調整、再調

整、アクティビティケア― 
演習 

５ 
認知症患者の看護① ―日常生活自立への援助、廃用性委縮の

予防― 
演習 

６ 認知症患者の看護② ―療法的なアプローチ、家族ケア― 演習 

７ 認知症患者の看護③ ―倫理的側面への配慮、高齢者虐待― 講義 

８ 単位認定試験 単位認定試験 試験 

教科書 
系統看護学講座  専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院    

生活機能からみた老年看護過程 医学書院 

参考文献 
 

備考 
 

 

 

 

 

 



領 域 専門分野Ⅱ 科目 老年看護学実習Ⅰ 担当 本木 泉 他 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態 評価方法 

2 年次 後期 2 単位 90 時間 2 週間 実習 
実習評価表 100%    % 

   %    % 

授業の概要 

・老人福祉センターの制度上の意義と活動を理解し、健康維持や QOL 向上のための活動に参加さ

せていただく。 

・介護老人保健施設では入所者の方を受け持ち、生活支援を視点とした問題の抽出と残存機能を

意識した日常生活援助の実践を学ぶ 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

健康維持のためにがんばっている高齢者と接し、その心理や生きがい・QOL などが考えられるよ

うになってほしい。 

実習内容 

【実習期間】2年後期～3年前期 

【実習施設】老人福祉センター  （高砂・台原・沖野・大野田・郡山） 

介護老人保健施設   （葵の園・仙台  葵の園・仙台） 

【実習目的】地域や施設における高齢者との関わりを通して、対象者を生活者として理解し、高齢者の持てる力

に着眼した看護を実践する能力を養う。 

【実習目標】 

1. 健康な高齢者との触れ合いを通して、暮らしや健康への思いを知り、健康維持のために老人福祉 

センターの果たす役割について理解できる 

2. 施設における各職種の役割と協働・連携の重要性、看護師の役割が理解できる 

3. 加齢変化や健康課題を持ちつつ生きる老年期にある対象の特徴について理解する。 

4. 対象の生活機能上の課題に応じた援助が実践できる。 

5. 自己の老年観・看護観を確認することができる。 

6. 看護学生として望ましい態度を身につけることができる。 

 

【実習計画】 

      ・老人福祉センターは主体事業への参加または、デイサービス、サークルなどに参加させていただき 

    高齢者の方との関わりを通し、老年観を深める。 

    ・介護老人保健施設実習においては、１名の方を受け持ち、生活者の視点で情報収集し必要な援助を 

    考え、スタッフの援助に参加させていただく。介護保険制度の理解や多職種の連携と役割について 

    学ぶ。  

 

教科書 
系統看護学講座  専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院    

生活機能からみた、老年看護過程  医学書院 

参考文献 
オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。 

備考 詳細は実習要項を参照 

 



                      

領 域 専門分野Ⅱ 科目 小児看護学援助論Ⅰ 担当 
飯沼一宇(20) 

太田久子(6) 

庄司宗和(18) 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 前期 2 単位 45 時間 23 回 講義・演習 単位認定試験 80% 出欠 10% 

      レポート内容 10%   

到達目標 
子どもの疾患とそれらの病態及び治療法について理解し、そこから生じる諸問題への適切な援

助方法が理解できる 

授業概要 
子どもの疾患やそれらの病態及び治療法、そこから生じる様々な諸問題に対する適切なアセス

メント方法と看護援助方法を学ぶ 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

1 年次に基礎看護学で学んだ、人体構造・機能学、病態治療学についての復習をして臨むことを

期待する 

回数 単元 授業内容 授業方法・担当教員 

１ 

子どもに関連する疾

患の病態と治療 

染色体異常・先天異常・新生児  

 

 

 

講義 飯沼 

２ 代謝性疾患・内分泌疾患 

３ 免疫疾患・アレルギー性疾患・リウマチ性疾患 

４ 感染症 

５ 呼吸器疾患・循環器疾患 

６ 消化器疾患・腎、泌尿器および生殖器疾患 

７ 血液、造血器疾患・悪性新生物 

８ 神経疾患・運動器疾患・精神疾患 

９ 皮膚疾患・眼疾患・耳鼻咽喉疾患 

10 事故・外傷・災害・虐待 

11 

病気や障害を持つ子

どもと家族の看護 

病気・障害が子どもと家族に与える影響 

子どもの健康問題と看護 
講義 太田 

12 
入院中の子どもと家族の看護 

外来、在宅療養中の子どもと家族の看護 

13 
慢性期、急性期にある子どもと家族の看護 

障害のある子どもと家族の看護 

講義 庄司 

14 周手術期、終末期の子どもと家族の看護 

15 身体のアセスメント 

子どもが示す症状と

看護 

アセスメントに必要な技術 身体的アセスメント① 

16 身体的アセスメント② 

17 症状を示す子どもの看護 

18 検査・処置を受ける

子どもの看護 
検査、処置時の看護 

19 

20 

プレパレーション 

プレパレーション 

・講義、ガイダンス、事例紹介 

・ロールプレイ発表 ・まとめ、総括 

演習 太田 庄司 21 

22 

23 単位認定試験、まとめ 試験 太田 

教科書 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児看護学概論 小児臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児臨床看護各論  小児看護学② 医学書院 

写真でわかる 小児看護技術アドバンス インターメディカ 

参考文献 ・疾患別小児看護 中央法規出版     ・児童虐待おかやま 116 人の提言 吉備人出版 



                      

 

 

領 域 専門分野Ⅱ 科目 小児看護学援助論Ⅱ 担当 
太田久子(14) 

庄司宗和(14) 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次 後期 1 単位 30 時間 15 回 講義・演習 単位認定試験 40% 出欠 10%     

 看護過程レポート 30% 技術演習レポート 20% 

到達目標 
子どもの疾患とそれらの病態及び治療法について理解するとともに、健康障害によって生じ

る問題に対し、適切な看護援助方法が理解できる。 

授業概要 
子どもの主要な疾患を中心にそれらの病態及び治療法について学び、小児看護に必要な技術

を演習する。その知識を基に紙上事例での看護過程の展開を行う。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

大切な基礎である病態をしっかりと学び、看護援助の根拠として欲しい。 

加えて、基礎看護学で学んだ看護過程の展開についての知識を復習して臨むことを期待する。 

回数 単元 授業内容 授業方法･担当教員 

１ 
主な疾患とその

子どもの看護 

染色体異常・先天異常と看護 

代謝性疾患・内分泌疾患・免疫疾患と看護 
講義 庄司 

２ 
感染症・事故・外傷と看護 

呼吸器疾患・アレルギー性疾患・リウマチ性疾患と看護 

３ 
循環器疾患・血液、造血器疾患と看護 

消化器疾患・悪性新生物と看護 
講義 太田 

４ 
腎、泌尿器および生殖器疾患と看護 

皮膚疾患・眼疾患・耳鼻咽喉疾患・精神疾患と看護 

５ 小児看護に  

必要な技術演習 

・バイタルサインの測定 ・移動の援助（抱っこ、ベビーカー） 

・身体計測 

・抑制（おくる身法、点滴の固定方法） 

・検査・処置時の看護(座薬、腰椎穿刺) 

演習 太田・庄司 
６ 

７ 

８ 

９ 看護過程の展開 看護過程の展開（講義、事例紹介、グループワーク演習①）  

 

講義 太田・庄司 

10 看護過程の展開（グループワーク演習②） 

11 看護過程の展開（グループワーク演習③） 

12 看護過程の展開（グループワーク演習④） 

13 看護過程の展開（グループワーク演習：発表、事例展開の解説） 

14 看護過程の展開（グループワーク演習：発表、事例展開の解説） 

15 単位認定試験、まとめ 試験 太田 

教科書 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児看護学概論 小児臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児臨床看護各論  小児看護学② 医学書院  

写真でわかる 小児看護技術アドバンス インターメディカ 

参考文献 
疾患別小児看護  中央法規出版 子どもの外来看護   へるす出版 

小児看護過程＋病態関連図第Ⅱ版  医学書院 

備考  



                      

 

領域 専門分野Ⅱ 科目 小児看護学実習 担当 
太田久子 

庄司宗和 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業形態 評価方法 

2 年次 後期 2 単位 90 時間 実習 実習評価表 100% 

授業概要 
保育所・病棟実習を通じて、成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象として

理解し、健康障害の有無にかかわらず、より良い発達を遂げるための看護を実践する。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

大切な基礎である病態をしっかりと学び、看護援助の根拠として欲しい。 

小児看護学で学んだ看護過程の展開についての知識を復習して臨むことを期待する。 

実習内容 

【実習時期】2年次後期（平成 31 年 1～2月）から 3年次前期(平成 31 年 5月～7月) 

【実習期間】2週間 

【実習施設】 病棟 ：地方独立行政法人 宮城県立こども病院  宮城厚生協会 坂総合病院   

独立行政法人国立病院機構 宮城病院  

保育所：六丁の目マザーグース保育園  青葉福祉会 荒井青葉保育園  

千代福祉会 あっぷる保育園  やまとまち あから保育園  カール英会話こども園 

 

【実習目的】 成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象として理解し、健康障害の有無にかかわら

ず、より良い発達を遂げるための看護を実践する能力を養う 

【実習目標】  

（保育所実習） 

1.健康な乳幼児の成長発達及び、個別性を理解できる 

2.健康な乳幼児の特徴を踏まえ、成長発達を促すための養育の実際を理解できる 

3.健康な乳幼児の保育環境について、安全と保育衛生の面から理解することができる 

4.看護者としての望ましい態度が自覚できる 

     （病棟実習） 

1.健康障害を持つ小児の特性を理解し小児とその家族の抱える問題を捉えることができる 

2.健康障害を持つ小児の健康問題の解決を目指すとともに、成長発達を促せるよう小児とその家族に適

切な援助を行うことができる 

3.他の職種との連携の必要性について考え、看護の役割について理解することができる 

4.健全な小児観を養うとともに、小児看護のあり方について考えることができる 

【実習計画】 

     保育所実習では正常な発育の子どもと環境を観察し、養育の実際を体験する。 

     実習病院では一人の子どもと家族を受け持ち、看護過程の展開を行ない必要な援助を実践する。 

教科書 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児看護学概論 小児臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 小児臨床看護各論  小児看護学② 医学書院  

写真でわかる 小児看護技術アドバンス インターメディカ 

参考文献 
オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。 

備考  



 

領域 専門分野Ⅱ 科目 
母性看護学 

援助論Ⅰ 
担当 

岩本 充 

小長根恵美子 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 前期 ２単位 45 時間 ２３回 講義・演習 単位認定試験    100％ 

到達目標 
女性の生理の基本的内容について理解し、妊娠・分娩・産褥・新生児の各期の疾患とそれらの病態及び治療

法について理解するとともに、それら各期における必要な看護援助について学び理解する。 

授業概要 女性生殖器に関する基本的知識・病態と治療の学習を基にして、妊娠期・分娩期の看護について学ぶ。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

遺伝相談・不妊治療に関する知識も国家試験で問われるなど、注目されてきているので、興味を持って学習

に取組む事を期待する。 

回数 単元 授業内容 授業方法・担当教員 

1 女性生殖器に関

する基礎知識・

病態と治療 

女性生殖器の構造と機能 遺伝相談・不妊治療  

 

講義 岩本 

2 妊娠期 分娩期 

3 産褥期 新生児期 

4 婦人科疾患 

5 母性の発達を促

す看護 

 

妊娠期における

看護 

子どもを生み育てること  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 小長根 

6 妊娠期：妊娠期の身体的・心理・社会的特性 その１ 

7 妊娠期：妊娠期の身体的・心理・社会的特性 その２ 

8 妊娠期：妊娠と胎児のアセスメント その１ 

9 妊娠期：妊娠と胎児のアセスメント その２ 

10 妊娠期：妊娠と家族の看護  その１ 

11 妊娠期：妊娠と家族の看護  その２ 

12 妊娠の異常と看護  その１ 

13 妊娠の異常と看護  その２ 

14 分娩期における

看護 

分娩期：分娩の３要素 

15 分娩期：分娩の経過 

16 分娩期：産褥・胎児・家族のアセスメント  産婦と家族の看護 

17 分娩期：分娩第１期・２期の看護 

18 分娩期：分娩第３期・４期の看護 

19 分娩の異常と看護  その１ 

20 分娩の異常と看護  その２ 

21 演習 演習（１）：レオポルド触診法、胎児心音聴取部位の観察 
演習 小長根 

22 演習（２）：分娩機転と分娩時ケア 

23  単位認定試験・まとめ 試験  

教科書 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学各論 母性看護学② 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 女性生殖器 成人看護学⑨ 医学書院 

参考文献 
カラー写真で学ぶ妊産褥婦のケア 第 2版 医歯薬出版 

カラー写真で学ぶ新生児の観察と看護技術 医歯薬出版 



 

 

 

 

 

 

 

 

領域 専門分野Ⅱ 科目 
母性看護学援助論Ⅱ 

(産褥・新生児期の看護) 
担当 小長根恵美子 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 後期 １単位 30 時間 １５回 
講義 

演習 

単位認定試験    100％ 

到達目標 

産褥・新生児期の各期の特徴を知り、必要な看護援助について理解する。 

また、妊娠・分娩・産褥・新生児期の各期に起こりうる異常と看護についても理解で

きる。 

授業概要 産褥期・新生児期における看護を学び、その知識を基に紙上事例での看護過程の展開を行う。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

正常と異常の判断ができるように学習することが望まれる。 

加えて、基礎看護学で学んだ看護過程の展開についての知識を復習して臨むことを期待する。 

回数 単元 授業内容 授業方法.担当教員 

1 新生児期におけ

る看護 

新生児期：新生児の生理 講義・関根 

2 新生児期：新生児のアセスメントと看護 講義・関根 

3 新生児の異常と看護  その 1 講義・関根 

4 新生児の異常と看護  その 2 講義・関根 

5 産褥期における

看護 

産褥期：産褥経過 講義・関根 

6 産褥期：褥婦のアセスメント 講義・関根 

7 産褥期：褥婦と家族の看護 施設退院後の看護 講義・関根 

8 産褥の異常と看護  その１ 講義・関根 

9 産褥の異常と看護  その２ 講義・関根 

10 看護過程の展開 看護過程の展開・事例展開の説明 講義・小長根、関根 

11 看護過程の展開（グループワーク演習） 講義・小長根、関根 

12 演習 新生児の諸計測、バイタルサインの測定 演習・小長根、関根 

13 沐浴（抱き方・更衣・おむつ交換） 演習・小長根、関根 

14 沐浴（抱き方・更衣・おむつ交換） 演習・小長根、関根 

15 試験 単位認定試験・まとめ 試験 

参考文献 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学各論 母性看護学② 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 女性生殖器 成人看護学⑨ 医学書院 

備考 
カラーで学ぶ妊産褥婦のケア 第２版 医歯薬出版 

カラーで学ぶ新生児の観察と看護技術 医歯薬出版 

母性看護過程＋病態関連図 第２版  医学書院 



 

領域 専門分野Ⅱ 科目 母性看護学実習 担当 小長根恵美子 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

2 年次後期・3年次 2 単位 90 時間 10 日間    実習 実習評価表による評価    100％ 

授業概要 

妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期にある対象およびその家族への看護や母子・家族支援のた

めの社会資源の活用の実際の場面を見学することから、看護の役割と責任を学ぶと共に対象に

看護を実践する基礎能力を養う。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期などの対象の一般的な特徴に関する知識の整理を臨地実習

の大切な準備と考えて、限られた期間の実習に体調を整えて臨んでほしい。 

授業内容・計画 

Ⅰ．実習目的 

  女性を取巻く環境の変化や妊娠・分娩・産褥における母性の特徴を理解し、妊婦・産婦・褥婦および新生児 

とその家族を対象に看護を実践する能力を養う。 

Ⅱ．実習目標 

１． 妊娠期、分娩期、産褥期および新生児期の特徴を理解し、母子およびその家族への母性看護に必要な 

看護技術を学ぶことができる。 

1） 妊娠期 

（1） 妊婦健診や妊婦対象の教室等をとおして、妊娠の経過を学び必要な援助が理解できる。 

（2） 対象への保健指導を理解できる。 

2） 分娩期 

（1） 分娩第１期、２期、３期、４期の定義と看護援助について学び、必要な援助ができる。 

（2） 陣痛緩和の方法を学び、活用できる。 

3） 産褥期 

（1） 身体的・心理的変化および子育て環境について理解できる。 

（2） 子宮復古・感染予防に関する指導と看護について理解できる。 

（3） 母子相互関係の確立を図るための看護について理解を深めることができる。 

（4） 父子関係の確立を図るための看護について理解できる。 

4） 新生児期 

（1） 出生直後の新生児の観察ができる。 

（2） 各種計測（バイタルサイン、頭囲、胸囲、身長、体重）が正しくできる。 

（3） 新生児の健康状態のアセスメントができる。（生理的体重減少、生理的黄疸） 

 2. 母子保健に関連する法規や制度についての学びを基に、母子および家族支援のための社会資源につ 

いて理解することができる。 

 3. 対象者を取巻く医療チームの構成と役割を知り、チームの一員としての看護の役割と責任を学ぶこ 

とができる。 

 4. 専門職者として守るべき看護倫理について考え、行動できる。 

Ⅲ．実習計画 

1. 病院・助産院・診療所等の施設で実習を行う。 

2. グループを編成し、１実習施設に１グループを配置する。 

3. 対象１名の受け持ち又は、診察・看護援助や保健指導場面の見学をとおして学ぶ。 

4. 状況に応じて実習指導者と共に援助を行い、看護の役割を学ぶ。 

Ⅳ. 実習時間 

 原則 8：30～16：30  



 

 

 

 

 

 

領域 
専門分野Ⅱ 科目 

精神看護学援助論Ⅰ 

（精神疾患の診断・治療

および援助方法） 

担当 

中川 誠秀 

吉村 淳 

山田 和男 

藤田 享 

阿部 利寿 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 前期 ２単位 45 時間 23 回 講義・演習 単位認定試験 100％ 

到達目標 

１. 個人とそれを取り巻く人々の関係を理解する。 

２. 主な精神障害とその症状、治療の基本を理解する。 

３. 精神科におけるケアの基本を理解する。 

４. 精神科における身体ケアを理解する。 

授業概要 対象をとりまく人間関係を理解し、各精神疾患と治療、援助方法を理解する。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

ここで学ぶコミュニケーション・スキルはどの診療科にも通じます。心して学び、身につけて下さ

い。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

１ 対象関係と人格

の発達について 

対 象 関 係 論 、 ボ ウ ル ビ ー の 愛 着 理 論 、 コ フ ー ト の 自 己 心 理 学 、           

土居健郎の「甘え」とは 
講義・阿部 

2 「ジョバリの窓」による自己分析のグループワーク 講義・ＧＷ・阿部 

3 自分について知ること 
講義・阿部 

4 集団の役割と援

助の方法   

全体としての家族・家族療法の考え方と技法、集団の中の自己 

5 人間と集団（グループダイナミクス、グループの実践） 講義/演習・阿部 

6 精神科における

対象について  

精神を病むことと生きること、精神症状とは・さまざまな精神症状  
講義・阿部 

7 ケアする相手について知る、関係性を理解する 

8 
精神科での診断・

治 療 ・ 検 査  

（5・6章） 

 

 

 

統合失調症  講義・中川 

9 気分障害（双極性障害、及び関連障害、抑うつ障害） 講義・山田 

10 神経症性障害、ストレス関連障害、及び身体表現性障害、 

神経発達障害、精神作用物質使用による精神及び行動障害 
講義・中川 

11 生理的障害、及び身体的要因に関連した行動症候群、パーソナリティ障害 講義・山田 

12 器質性精神障害、てんかん、認知症 講義・吉村 

13 

ケアの人間関係  

ケアの前提・原則（人としての尊厳を尊重する、 互いの境界をまもる） 講義・阿部 

14 ケアの方法１ そばにいること・遊びとユーモア・話す・聞く、      

演習（視線・立ち方・すわる位置・声のトーンなど） 
講義/演習・阿部 

15 関係をアセスメ

ントする  

関係のアセスメントの必要性 精神科におけるプロセスレコードの活用・事例提示 講義・阿部 

16 プロセスレコードをもとにグループワーク 演習・阿部 

17 患者―看護師関

係における感情

体験 

転移・逆転移、感情の容器、肯定的感情と否定的感情、医療の場の     

ダイナミクス（病棟・チーム・カンファレンスなど） 
講義・藤田 

18 対処のむずかしい場面での対応（患者からの攻撃・拒否など）       講義・藤田 

19 身体ケアについ

て  

精神科における身体ケアについて、身体にあらわれる心の痛み 講義・藤田 

20 精神療法としての身体ケア、抗精神病薬の有害反応、電気けいれん療法の

看護 

講義・藤田 

21 身体合併症、身体ケアの実際 講義・藤田 

22 睡眠について、自傷行為・心的外傷への着目と回復へのケア 講義・藤田 

23 単位認定試験と解説  

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学（１） 精神看護の基礎 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学（２） 精神看護の展開 医学書院 

参考文献  

備考  



 

領域 専門分野Ⅱ 科目 
精神看護学援助論Ⅱ 

（精神看護とサポート） 
担当 

中鉢  亘 

阿部 利寿 

開講年次 開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態 評価方法 

２年次 後期 １単位 30 時間 15 回 講義・演習 単位認定試験 100％ 

到達目標 

１. 精神科看護の基本を理解する。 

２. 整えられた生活に戻るよう環境調整するための方法を理解する。 

３. 精神科以外における精神看護を理解する。 

４. 精神に障害を持つ対象の看護過程の展開を理解できる。 

授業概要 こころの健康障害をもつ対象の社会復帰や自立に向けた援助を理解する。 

学習者への期待 

（含む準備学習） 

精神疾患をもつ対象者は、我々と変わりのない人々であることを理解し、少しでも偏見が薄ま

ることを期待します。 

回数 単元 授業内容 授業方法 

1 精神科での看護

の役割  

対象にとっての入院とは・入院治療のメリットとデメリット・入院時 

のアセスメントの必要性  

講義・阿部 2 治療的環境を理解する・精神科病棟の特徴と看護師の役割 

3 安全をまもる（リスクマネジメントの考え方と方法・災害時のケア） 

4 緊急事態への対応（自殺・暴力・離院、拘束） 

講義・中鉢 5 回復を助ける 1（回復とは何か・回復を支える様々なプログラム 

6 回復を助ける 2（回復を支える様々なプログラム：集団精神療法の実際） 

7 地域における精

神看護  

地域で生活するための原則、生活を支える制度・地域で精神障害者を支援するた

めの方法  

講義・阿部 

 

8 地域での看護の実際、学校と職場におけるメンタルヘルス対策 

 9 看護における感

情労働  

看護師の不安と防御、感情労働としての看護、看護師の感情ワーク、看護におけ

る共感、感情労働の代償 

10 看護過程の展開 

 

統合失調症患者の看護過程（講義）、事例紹介、自己学習 講義、演習・阿部 

11 グループワーク  

演習・阿部 

 

12 グループワーク 

13 グループワーク 

14 「看護過程の展開」 グループの発表と解説 演習、講義・阿部 

15 単位認定試験と解説  

教科書 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学（１） 精神看護の基礎 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学（２） 精神看護の展開 医学書院 

参考文献 薄井坦子 科学的看護論 日本看護協会出版会 

備考  
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